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概要

道 路 名 Ｅ１名神高速道路
接続形態 本線直結型

フルインター形式
出入方向 全方向（名古屋・大阪方面）
利用時間 ２４時間
対応車種 ＥＴＣ車載器を搭載

した全車種
（車長Ｌ＝１６．５ｍ以内）

供用開始 平成３０年３月２４日

地理院地図を加工

安八ＳＩＣ

一宮ＩＣ

大垣ＩＣ

岐阜羽島ＩＣ
養老ＳＡＳＩＣ

関ヶ原ＩＣ

（道路整備中)



利用状況

○利用交通量
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安八スマートＩＣ

平均利用台数 （台/日平均） 累計台数 （万台）

［台／日］ ［万台］

H30 H31

※ Ｈ３０．３月の平均利用台数は、開通日（３／２４）から３１日までの平均値
で、累計台数には開通日の値を含む。

・開通後、１年間（平成３０年４月～平成３１年３月）の平均利用台数は約４，４００台／日。
・平成３０年１１月に累計利用台数が１００万台を超え、平成３１年３月末の累計利用台数は１６５万台。
・前後のＩＣ区間の利用台数は、スマートＩＣ整備前後で約９００台／日増加。また、ＩＣ利用の分散化が図られた。
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大垣ＩＣ 安八ＳＩＣ 岐阜羽島ＩＣ

安八スマートＩＣ

平均台数［H29.4～H30.3］

平均台数［H30.4～H31.3］

Δ 1600 Δ 1900+4400

＋900 台／日

ＩＣ出入交通量
【大垣IC～岐阜羽島IC】

提供：中日本高速道路(株)名古屋支社

［単位：台／日］

平均 約４，４００台／日



見直し予定区域

安八町

整備効果

①高速道路の利便性向上による企業進出の促進、新規雇用の創出

・平成１９年にスマートＩＣ整備構想（安八町第４次総合計画）が立ち上がって以来、安八町では１６社の新規企業進出
があり、約７００人（うち町内雇用約１００人）の新規雇用を創出した。［平成３１年３月２８日現在］

・現在、スマートＩＣ周辺の土地（農地）を企業立地可能な用途への変更手続き中であり、企業誘致の更なる促進を図る。

平成30年9月28日 撮影
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企業進出状況 ［単位：社］

安八町役場

【進出企業１６社の内訳】

製造業：１０社
運送業： ３社
その他： ３社

：稼働中
：未稼働

至

名
古
屋

至

大
阪



整備効果

①高速道路の利便性向上による企業進出の促進、新規雇用の創出

・スマートＩＣの開通が決め手となり、東海・北陸地区でドラッグストア事業を展開するＡ社では、６０億円を投資し、
安八町に最大規模の物流拠点を建設中。

・当該施設は、岐阜県、愛知県を中心とした約２００店舗への商品供給、今後の店舗数増加に対応する基幹物流拠点と
なる予定。

安八町

平成30年9月28日 撮影

安八スマートＩＣ

輪之内町

大垣市

瑞穂市

名神高速道路

揖斐川

安八町役場

長良川

提供：国土交通省 中部地方整備局 岐阜国道事務所
（ヒアリング調査 平成３０年１月）

・スマートＩＣの開通が決め手となり、当社最大規模の
物流拠点を建設中です。

・雇用者は約２００名を予定しています。
・愛知県では、今後２００店舗の出店を目指しています。
（平成３０年１月時点：４４店舗）

企業からの声

Ａ社 安八物流センター （2019年稼働予定）

総投資額：６０億円

延床面積：約４万２９００㎡

○賃貸倉庫を解約して物流拠点
を集約

○自社運営のプロセスセンター
によりアウトパックしていた
生鮮食品を内製化

物流コスト減

収益性アップ
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提供：国土交通省 中部地方整備局 岐阜国道事務所

整備効果

②高速道路へのアクセス性向上による揖斐川・長良川渡河部の交通分散

・スマートＩＣの開通により、揖斐川・長良川渡河部の渋滞箇所を回避して、町内へのアクセスが可能となった。
・周辺企業から最寄りのＩＣまでの所要時間は、大垣ＩＣへ約１１分、岐阜羽島ＩＣへ約７分の短縮が図られた。

スマートＩＣ開通前の経路

スマートＩＣ開通後の経路

約 ７分 短縮

スマートＩＣ開通前

「岐阜羽島ＩＣ」～「会社」（羽島大橋経由）約１３分

「大垣ＩＣ」 ～「会社」（福束大橋経由）約１８分

スマートＩＣ開通後

「岐阜羽島ＩＣ」～「会社」（スマートＩＣ経由）約６分

「大垣ＩＣ」 ～「会社」（スマートＩＣ経由）約７分

岐阜羽島ＩＣ大垣ＩＣ

帝人フィルム
ソリューション(株)
帝人フィルム

ソリューション(株) ■ 例えば、帝人フィルムソリューション(株)から

最寄ＩＣまでの所要時間

岐阜日野自動車株式会社岐阜日野自動車株式会社

※開通前の所要時間は、ETC2.0プローブ情報（平成29年7月：平日7時台）

※開通後の所要時間は、ETC2.0プローブ情報（平成30年7月：平日7時台）

※ＩＣから会社までの利用経路は、企業ヒアリングによる

約 １１分 短縮

：主要渋滞箇所

会 社

安八スマートＩＣ

大垣ＩＣ

岐阜羽島ＩＣ

羽島大橋

福束大橋

大垣大橋

約13分
（L=6.5km）

約18分
（L=8.5km）

約7分
（L=5.0km）

約6分
（L=6.0km）

出典：岐阜県域統合型ＷｅｂＧＩＳ

7分短縮

11分短縮
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住友化学株式会社住友化学株式会社



33%
[8社]

29%
[7社]

25%
[6社]

13%
[3社]

利用頻度（平日）

週４～５回

週２～３回

月１～２回

年数回

整備効果

②高速道路へのアクセス性向上による揖斐川・長良川渡河部の交通分散

・町内企業３２社に、利用状況についてアンケート調査［回答あり：３０社・平成３１年３月１日現在］を実施した。
・８０％の企業がスマートＩＣを利用しており、そのうち約６０％が週に２～３回以上活用している。
・開通による移動時間の短縮により、輸送効率やドライバーの負担軽減など業務の効率化に大きな効果を上げている。

＜アンケート結果（抜粋）＞

80%
[24社]

20%
[6社]

利用状況

：利用したことがある

：知っているが利用したことが

ない

：知らない

(n＝30)
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輸送・営業ルートを変更した

業務の効率化が進んだ

商圏（マーケット）が拡大した

新たな顧客を取り込めた

その他

特に変化はない

開通による業務体系の変化

(n＝24)

(単位：社)

・製品の輸送、営業等の移動時間が短縮され、労働時間の

短縮につながった

・渋滞回避でドライバーの負担軽減につながった

・会社までのアクセスが良くなり顧客の利便性が向上した

企業からの声



整備効果

③スマートＩＣ設置による災害や緊急時における緊急避難経路の確保

・スマートＩＣの開通により、災害・緊急時における救助隊、救助車両及び救援物資を高速道路から長良川・揖斐川を
渡らずに直接防災拠点施設への受入れ、搬入可能な新たな経路が確保された。

・開通に伴い、スマートＩＣとアクセス道路の一部を緊急輸送道路（岐阜県緊急輸送道路ネットワーク）に指定した。
［平成３１年３月］

安八ＳＩＣ （L=0.4km）

アクセス道路（L=0.5km）
防災拠点予定地
［木曽川水系河川整備計画］

＜凡例＞
：第１次緊急輸送道路
：第２次緊急輸送道路

※ 実線は新規指定箇所

防災拠点
［安八町役場］

物資緊急集積場
［安八町総合体育館］

（道路整備中)

緊急輸送道路に指定

平成30年9月28日 撮影

安八スマートＩＣ

名神高速道路

至

名
古
屋

至

大
阪

岐阜羽島IC

大垣IC
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防災拠点
［安八町役場］

新たな経路


